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千葉県で何が起きているのか？

野外でカミツキガメを見つけた場合は、
手を出したり捕まえようとせずに、　
速やかに地元の市町村役場
または警察に連絡してください。

特定外来生物 カミツキガメ

カミツキガメを見つけたら

（右側の二次元バーコードをご利用下さい。）

千 葉 県

千葉県では、県内に生息するカミツキガメの根絶に向けて、以下の２つの事業に取り組んでいます。

※印旛沼周辺でカミツキガメが見つかった場合

（市町村・警察）
市民からの通報に基づき、役所や警察が収容する防除

○緊急的な捕獲個体の収容

印旛沼や流入河川、農業水路等における、カメ用の
かごワナによる捕獲及び小河川や農業水路における
冬期手探り捕獲等の計画的な防除

○捕獲事業

発見



日本および千葉県では・・・
　・1960 年代：ペットとして輸入が盛んになる
　・1978 年：千葉県佐倉市内の河川で県内初確認
　・1990 年代後半：印旛沼流域での目撃、発見数の増加
　・2000 年：動物愛護法で特定動物（危険動物）に指定
　・2004・2005 年：県による生息調査実施
　・2005 年：外来生物法で特定外来生物に指定
　・2007 年：千葉県による防除実施計画策定、捕獲事業開始
　・2017 年：防除実施計画改定
　・2021 年：防除実施計画改定

印旛沼

印旛沼流域

１．生態系への影響：大型に成長し、幅広い食性をもつカメであること
　　から、在来生物を捕食したり、競争を引き起こすなど、在来生態系の
　　バランスを壊してしまう。
２．人の生命・身体への影響：捕らえられた時など、瞬時に首を伸ばし
       かみつく行動に出る。手を出した子どもなどにかみついた場合、
　  大けがになるおそれがある。
３．農林水産業への影響：営農作業中の水田等に出没したり、漁網に入
　　り漁獲物を捕食する、網を破損するなどして、被害を及ぼす。

学　　名：Chelydra serpentina
　　　　（ケリュドラ・セルペンティナ）
原  産  地：北米から中南米。
　　　　　北米ではアライグマなどが天敵（卵を捕食）。
　　　　　印旛沼流域に生息しているのは北米原産と
　　　　　言われている。
大  き  さ：背甲長約 50cm、体重約 35kg に達する。
寿　　命：飼育下では約 40 年。80 年との記録もある。
食　　性：雑食性。甲殻類、魚類、植物など幅広い。
生息環境：河川、池沼、水田や水路など。
産  卵  期：5 ～ 6 月。上陸し、草地や畦に産卵する。
　　　　　通常 20 ～ 40 個、大きいメスは 100 個以上の卵を産む。　
行　　動：水中生活が中心だが、陸上を移動することもある。
　　　　　日光浴はしないとされているが、幼体の時期などは稀に
　　　　　することがある。冬は冬眠する。
危  険  性：危険を感じると、水中では素早く逃げる。
　　　　　陸上では、かみつくなど攻撃的になることもある。

印旛沼
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　カミツキガメはかつてペットとして人気があり、
背甲長３㎝位の子亀がたくさん売られていました。
しかし、大型で、狂暴になることから、飼いきれ
なくなって捨てられたり、逃げられたりして、そ
の結果野外で繁殖、定着してしまいました。現在、
印旛沼流域の広い範囲で生息が確認されています。


